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一般的に収入の低い世帯は、子どもが満足な教育を受けられません。

そして十分な教育を受けられないことが職業選択の幅を狭めてしま
うことになり、子どもが大人になった時の収入格差につながってし
まっています。負の連鎖を断ち切るために、学習は重要な要素と考
えます。

１．貧困家庭の現状



お子さんが 自ら通える会場 で

学習支援のできる管理者 のもと

安心できる学習の場と

お子さんがつまずいてる点を解決できる学習支援で

一旦停止した学習レベルを再発進させ

お子さんの学習意欲の増強と学力向上を支援する。

２．私たちの実施している提供サービ
ス



現在の活動
花島コミュニティ・花見川団地内の
２ヵ所で毎週無料の学習クラブ開催
（毎週約６～７人参加）
18:00～20:00

今まで持ち出しで実施していましたが区よりご支援いただけるようになり感謝しています。



NPO法人 キャリアアシスタント
高洲コミュニティーセンター・轟町公民館にて一人親のお子さんへ
学習支援
週１回実施 参加費 月２千円

シルバー人材センター
末広シルバー人材センター内・真砂コミュニティーセンター
生実 各学年に分け 学年週１回 参加費 月小２.5千円中3.5千円

千葉市花見川区 福祉課？
保健福祉センター内・花島コミュニティセンター
（市で充分情報をお持ちと思います） 週 2回 無料
対象は、花見川地区の生活保護家庭の中学生

地区青少年育成委員会
公民館等にて 塾へ行かれない家庭の中学生３年対象
（毎年総体終了後開始） 週２回 無料

NPO教育夢工房
ボランティア講師を中学校へ派遣し中3生への受験学習支援

学習クラブ＋
花園みんなのカフェ 週1回 （千葉市子ども未来課承認事業）

その他 個人でも、低価格で開催されているようです。

3参考 1 資料 同様な学習支援サービ
ス



私は、NPO法人キャリアアシスタントや花見川青少年育成委員会にて学習支

援を過去５年ほど継続参加し、個人では、山王公民館、都賀公民館、花見川
公民館、花島コミュニティーセンター等々で「ハッピースタディ」として学
習支援を実施しています。その中で思うことは、

需要は結構多いのではないか

開催場所が自宅近くでないと、お子さん一人の通塾に不安が多く、親御さん
が送迎するとなると親御さんの負担が大きい。

管理者がいることで、塾内でのお子さんの活動に関し親御さんにとって安心

学習支援をすることで、学習効果が顕著に表れ、提供者もやりがいを感じる

退職されたシルバー人材や学生が、ボランティア活動に高い意欲を持ってい
る

等々です。

参考 （２）過去の活動で思うこと


